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自主防災組織による避難を呼びかける体制づくり研修会 

新自治会長紹介 

令和 2 年 4 月から  自治会長が交代されました。 

大歳上  黒田博文さん  西県営住宅  光永直紀さん 

実業通  田邉義晴さん  大歳県営住宅 三原 茂さん    よろしくお願い致します。 

 

 令和 2 年 2 月 11 日(火)、広島 YMCA にて広島県主催『自主防災組織による避難を呼びか
ける体制づくり研修会』に本区より 6 名が参加、その概要は次の通りです。 

(1) 早めの避難と呼びかけの重要性について（広島県で避難の呼びかけ体制ﾏﾆｭｱﾙを作成中） 

  地域住民しかわからない安全な避難経路の事前把握と、一人で避難することが難しい方
がどこに住んでおられるかを事前に把握して、避難時に呼びかけ等を行う体制（自主防
災組織）を設定しておくことが大切。 

(2) 土砂災害防止法について 

  平成 30 年 7 月豪雨災害に対する住民アンケートによると、「土砂災害警戒区域」「土砂
災害危険度情報」の認知度が低いので、『行政の知らせる努力』と『県民の知る努力』と
の相乗効果により防災力の向上が必要であり、その為に自分が住む地域の危険性をイン
ターネットで調べる方法などが紹介された。 

(3)避難を呼びかける体制づくりは、下図に示す 5 つのステップで進めていき、特に自主防
災組織内で 15 の基本項目を参考に「ルール」を定めておくことが重要で、モデル組織と
「広島県」「対象市町」「自主防災アドバイザー」が連携して取組を行い、その過程で生じ
た課題や、解決策をまとめた「活動事例」の紹介が有りました。 

 

 

 

 

(4) 特に、庄原市出身の柳迫広島県自主防災アドバイ 

ザーによる『坂町小屋浦地区』の活動事例講演で 

は、「災害・避難カード」「防災マップづくり」 

「避難訓練」「防災フェア」等のお話があり、ご自 

身の決意を述べられ、3 時間の研修が終わりました。 

H30 年 7 月豪雨災害・坂町小屋浦地区約 800 世帯 

被災状況：死亡 18 人、行方不明 1 人、全壊 291 件、 

半壊・大規模半壊 982 件（H31 年 4 月 18 日現在） 
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新自治会長紹介 

４月理事･総務企画室合同会議報告 

※ 4 月役員会中止決定により、4 月の理事・総務企画室合同会議の内容をお知らせします。 

(1) 新型コロナウィルス感染拡大防止対策により、行事予定が下記の通り変更になりました。 

・中止行事・・・① 4 月 28 日(火) 役員会 ② 5 月 19 日(火) 令和 2 年度通常総会(書面決議) 

 ③ 5 月 26 日(火) 役員会  

④ 6 月 14 日(日) 第 14 回区民グラウンド・ゴルフ大会 

         ⑤ 7 月 11 日(土) 見ぬ友と心を結ぶのろしリレー 

 ・実施行事・・・① 6 月 9 日(火)  6 月理事・総務企画室合同会議（6 月役員会は検討中） 



 

シリーズふるさと歴史文化散策  《 原始１～３の１》 

庄原自治振興区では、歴史文化の継承事業を行っています。何気なく見ていたものに由緒・

由来がわかると、現在が昔につながっていることがわかります。 

私たちの暮らす地域がどのような地域だったのか、これからどのように変わっていくのか想

像すると気持ちが楽しくなります。高校では歴史が選択科目なので、中学校以来日本史から遠

ざかってきたと感じている方は、この機会にぜひ歴史への興味をよみがえらせください。 

 

《原始の庄原地方》 

 私たちの祖先はいったい何処からいつ頃庄原地方 

に来たのでしょうか。日本海側から江の川（ごうのか 

わ）沿いにやって来たのでしょうか。 

それとも瀬戸内海側から馬洗川沿いにやって来た 

のでしょうか。 

 

宮内町の佐田峠遺跡の発掘調査（昭和 61 年）では水晶製の旧石器が見つかり、旧石器時代

の人たちが生活していたことがわかりましたが、縄文時代との関係は不明です。 

メソポタミア文化が発生し、エジプト王国が成立した頃に、日本でも土器が発明され、弓矢

と猟犬を用いた狩りが始まったとされています。 

これを土器の名前から「縄文時代」と呼び、旧石器 

時代より格段に定住化が進み、１万年以上にわたり狩 

猟・漁労採取を主とし、一部農耕が行われるという生 

活が続きました。 

庄原地域では濁川町の陽内（ようち）遺跡が有名で 

すが、ほかにも同町の永瀬（ながせ）遺跡では、縄文 

人がワナ猟のため掘ったと思われる、落とし穴の跡も 

見つかっています。 

紀元前３世紀頃になると、中国大陸から朝鮮半島を経て、鉄器や青銅器などとともに水田稲

作が伝わります。 

大陸では「殷(いん)王朝」が終わり「漢王朝」の時代で、こうした渡来文化と縄文文化が混

ざり合い、金属の使用と稲作が北九州より東日本に波及します。 

これも土器の名前から「弥生時代」と呼び、稲作の普及につれて貧富の差が生じ、階級の別

を生み、複雑になった階級社会をまとめる首長が現れ、やがて村々を統合した 

小国家が各地に成立し、西暦の始まるころには、100 余りの小国家に分かれ 

ていったようで、日本も原始時代から古代へと推移します。 

 

 次回は、7 月号《原始１～３の２》へ続きます。お楽しみに・・・。 

《 文・構成 庄原自治振興区 歴史文化継承委員 奥田 虎昭 》 

※ 詳細は、庄原自治振興区発行の「庄原の歴史文化を未来に繋ぐ」資料集をご覧ください。 

（資料集のお問い合わせは、庄原自治振興センター 電話 0824-72-3777 まで） 

縄文土器･石器：稲村秀介氏 蔵 

佐田峠墳墓群出土の旧石器 



 

  

 

 

今年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、式の内容を一部変更して、式全体の時間
を短縮するなどの対策が行われた卒園式となり、保護者の皆さんと先生方が見守るなか、23 人の

卒園児一人一人に卒園証書が手渡されました。 
そして、園長先生から「これからも自分を、そして、お友だちを大切にして、お世話になった多

くの方々への感謝の気持ちを忘れず、どんなことにも一生懸命頑張る、そんなかっこいい小学生に
なってください」と、お祝いの言葉がありました。また、卒園する子どもたちは、幼稚園での思い
出の数々をお別れのことばに込めて、堂々と発表していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

3 月 21 日(土)に卒園式を行い、永末保育所 5 名の卒園児をお祝いしました。 

小さかった子どもたちが、たくさんの経験を経て、心も体も大きく成長したことを思うと、感無量
の気持ちです。また一人一人卒園証書をもらう姿は、とてもたくましく感じました。 
卒園児の保護者の方々も喜びで胸がいっぱいのことと思います。保育所での思い出や小学校への

希望を話し、育ててもらったことへの感謝の気持ち 
を伝えて、温かい素敵な卒園式となりました。 
これからも元気で、楽しい小学校生活を送ってほし 

いと願っています。  

― 庄原幼稚園 ― 

― 庄原保育所 ― 

― 永末保育所 ― 

令和 2 年 3 月 28 日(土)、令和元年度庄原市立庄原保育所の卒園式を執り行いました。 

新型コロナウィルス感染症の拡大予防のため、規模を縮小する形になりましたが、43 名の子ども
たちが無事に卒園することが出来ました。卒園証書授与式では保護者の皆様の温かい雰囲気に見守
られながら、一人一人が立派に証書を受け取りました。園生活の中で、沢山の人や沢山の生き物と
出会いました。そして、沢山の遊びを経験することが出来ました。保育所での経験が必ず将来の糧
になる事と信じています。すべての人に感謝します。 
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9 日(火) 

16 日(火) 

 

23 日(火) 

理事・総務企画室合同会議 

環境美化・防犯パトロール 

 

役 員 会 

6月の振興区主催行事予定 

 
 

 
 

サークル名 内  容 開  催  日  時 

庄原コール・ソレイユ コーラス 毎週月曜日 13:30～15:30 

哲滄会庄原支部 吟詩 毎月 1・2・3月曜日 13:30～15:30 

深雪ア-トフラワ-教室 布を使った造花 毎月 2・4月曜日 13:00～16:00 

さくら会 大正琴 
毎月 1・3月曜日 
毎月 2・4火曜日 

9:30～12:00 
17:00～20:00 

生け花の会 生け花 毎週火曜日 9:00～11:00 

手芸同好会 手芸 毎週火曜日  10:00～12:00 

フラワーデザイン教室 フラワーデザイン 毎月 2・4水曜日 18:00～20:00 

庄原女声ヴィオレッテ 合唱 毎週水曜日 19:45～21:30 

カメラ教室 カメラ講習 毎月 4水曜日 19:00～21:00 

表千家茶道教室 茶道 毎月 1・3木曜日 13:30～16:00 

庄原書道教室 書道 毎週 木曜日 9:30～12:00 

遊あいクラブ 料理 毎月 2・3木曜日 9:30～13:00 

洋裁教室 洋裁（4教室） 毎週木・金曜日 9:00～16:30 

庄原俳句会 俳句 毎月 1金曜日 13:00～16:00 

庄原市フォ-クダンス協会  毎月 1・3金曜日 13:30～15:00 

ママさんグループ 生け花 毎週土曜日 15:00～16:00 

自然をみつめよう会 自然観察・細密画 毎月 1土曜日 9:30～12:30 

子どもマナー教室 茶道 毎月 2・4土曜日 9:00～11:00 

庄原子ども美術館 絵画 毎月 2・4土曜日 9:30～12:00 

庄原将棋同好会 将棋対局 毎月 2日曜日 13:00～17:00 

 
 

庄原市フォークダンス協会 

( 東下・大歳上・大歳下・宮の下の各自治会長 ) 

編 集 後 記 

令和 2 年度サークル紹介 ～ 庄原自治振興区生涯学習部 ～ 

参加希望のお問い合わせ先：庄原自治振興センター 電話 72-3777 

庄原女声ヴィオレッテ 

・毎週 1 回 青少協防犯声掛けﾊﾟﾄﾛｰﾙ   

哲滄会庄原支部 

フラワーデザイン教室 

新型コロナウィルス感染防止のため、行動も営業も

自粛され、生活が苦しく、不満をお持ちの大人の方が

多いと、テレビで見受けられます。この病気の怖さは

急に重体化して死に至ることです。大事な家族や社会

を守るために、やんちゃ盛りの小中高校の子どもたち

が、我慢して日中に公園や、町にも出ないで頑張って

います。3 月からの休校措置が 3 か月となります。 

子供たちも我慢しており、大人たちも我慢と工夫を

して、国難のこんな時こそ、団結と前向きな発言、頑

張っている医療・行政・保育所など、社会を支える方々

に感謝をしていきましょう。 Ｍ・Ｍ 記 

庄原コール・ソレイユ 

俳句会 

手芸同好会 

レクリエーションダンス・ 

フォークダンス・民謡 等 


